　　　　　　　　　　３　健診の経過     （保護者が記入）
☆各健診時の様子について記録として残しておきたいことを自由に記入しましょう。
	健診名
	特　記　事　項

	乳幼児期前半の健診
（３ヶ月～４ヶ月頃）
	（ 受診済 ・ 未受診 ）
＜発達・発育の様子＞
くびのすわりがもう少しかな、と保健師に言われました。
（記入日　　　）　

	乳幼児期後半の健診
（6ヶ月～10ヶ月頃）
	（ 受診済 ・ 未受診 ）
＜発達・発育の様子＞
よく離乳食を食べてくれますが、小柄さん。
　はいはいは少しするくらい。　　　　（記入日　　　）　

	1歳６ヶ月健診

	（ 受診済 ・ 未受診 ）
＜発達・発育の様子＞
少し気管支が弱いのか、風邪をひいてはゼロゼロいうことが多かった。
（記入日　　　）　

	３歳児健診

	（ 受診済 ・ 未受診 ）
＜発達・発育の様子＞
保健師と積み木を渡したりお絵かきしたりが出来なかった。
しゃべらないだけで、家では元気な様子なのに…と思った。
（記入日　　　）　

	保育所・幼稚園
年中児発達サポート事業
	（ 問診票提出 ・ 未提出 ）
＜発達・発育の様子＞
家では気づかなかったが、保育所では一人遊びが多く、好きなことしかしないそうだ。
（記入日　　　）　　　　

	就学前健診
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（ 受診済 ・ 未受診 ）
＜発達・発育の様子＞
（記入日　　　）
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　　　　４　主な発達の経過    　　    （保護者が記入）
	
	主な発達の経過
	できた時期
	備考（エピソードなど）

	姿勢や運動のこと
	首がすわる
	　歳　　ヶ月頃
	

	
	寝返りをする
	　歳　　ヶ月頃
	

	
	おすわりをする
	　歳　　ヶ月頃
	

	
	はいはいをする
	　歳　　ヶ月頃
	

	
	つかまり立ちをする
	　歳　　ヶ月頃
	

	
	ひとりで立つ
	歳　　ヶ月頃
	

	
	１人で２～３歩、歩く
	歳　　ヶ月頃
	

	
	１人で走る
	　歳　　ヶ月頃
	

	
	１人で交互に足をだして階段をあがる
	　歳　　ヶ月頃
	

	
	でんぐりがえしができる
	　歳　　ヶ月頃
	

	
	片足でケンケンができる
	　歳　　ヶ月頃
	

	
	スキップができる
	　歳　　ヶ月頃
	

	手先の動きのこと
	そばにあるおもちゃに手を伸ばす
	　歳　　ヶ月頃
	

	
	積み木やおもちゃを並べる
	　歳　　ヶ月頃
	

	
	ぐるぐると○を描ける
	　歳　　ヶ月頃
	

	
	お手本を見て○が描ける
	　歳　　ヶ月頃
	

	
	お手本を見て十が描ける
	　歳　　ヶ月頃
	

	
	はさみを使って紙を切る
	　歳　　ヶ月頃
	

	
	主な発達の経過
	できた時期
	備考（エピソードなど）

	人とのかかわりのこと
	あやすと笑う
	　歳　　ヶ月頃　　
	

	
	人見知りをする
	　歳　　ヶ月頃　　
	

	
	後追いをする
	　歳　　ヶ月頃
	

	
	物などを相手に渡す
	　歳　　ヶ月頃
	

	
	指さしをする
	　歳　　ヶ月頃
	

	
	バイバイをする
	　歳　　ヶ月頃
	

	
	友達と手をつなぐ
	　歳　　ヶ月頃
	

	
	ともだちと一緒に遊ぶ
	　歳　　ヶ月頃
	

	
	ごっこあそびをする
	　歳　　ヶ月頃
	

	
	見聞きしたことを父母や先生に話しをする
	　歳　　ヶ月頃
	

	言葉のこと
	ママ、ブーブーなどの意味のある言葉をいくつか話す
	　歳　　ヶ月頃
	

	
	「わんわん来た」などの2語文を話す
	歳　　ヶ月頃
	

	
	「おめめどこ？」「お口どこ？」と聞くと自分の目や口を指す
	　歳　　ヶ月頃
	

	
	欲しいものがあると「ちょうだい」等と言葉にしてもらいに来る
	　歳　　ヶ月頃
	

	生活のこと
	衣服の着脱ができる
	　歳　　ヶ月頃　　
	

	
	おしっこをひとりでする
	　歳　　ヶ月頃　　
	

	
	大便をひとりでする
	　歳　　ヶ月頃　　
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５　就学前の医療・相談の記録    （保護者が記入）
	年 月 日
	医療・相談機関
	説明を受けた内容・受けた検査の結果　など

	Ｈ○年
	○○○クリニ
	こだわりが強いことやお友達と上手に遊べないことを保

	△月□日
	ック
	健師に相談したら、保健所のこどもクリニックを紹介さ

	（○才○ヶ月）
	
	れた。当日は診察室に入るのをすごく嫌がり、やっと

	
	
	入っても、絵かき帳に自分の好きな虫の絵ばかりを書い

	
	
	ていた。先生からは、「切り替えが上手に出来なかった

	
	
	り、新しい場面に抵抗があったりするようですが、無

	
	
	理強いせずに、成長を待ちましょう」と言われた。

	
	
	心配なので、医療機関を紹介してもらった。

	
	
	（○○保健所：××医師）

	Ｈ○年
	○○療育セン
	自閉症と診断を受ける。

	△月□日
	ター
	とても驚き、ショックだった。

	（○才○ヶ月）
	
	半年後に再度受診をすることになった。

	
	
	（○○センター：△△医師）

	Ｈ○年
	発達相談（○○
	○才頃の発達だとのこと。

	△月□日
	保健所）
	運動や言葉はよいが、社会性や、認知面でばらつきが

	（○才○ヶ月）
	
	あると言われた。

	
	
	（発達検査：児童相談所○○先生）

	Ｈ○年
	○○○クリニ
	家や保育所で生活をする上でのアドバイスを受けた。

	△月□日
	ック
	保育所でよくみてもらえるよう加配の先生をお願いする

	（○才○ヶ月）
	
	ため、先生に意見書を書いてもらった。

	
	
	保健師に、「すてきな絵を描くね」とほめてもらった。

	
	
	３ヶ月後に再度受診することになった。

	
	
	（○○保健所：××先生）

	Ｈ○年
	○○病院
	気管支喘息があり内服中で、吸入器も使用している。

	△月□日
	　小児科
	月１回受診。

	（○才○ヶ月）
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


（保護者が記入）
	年 月 日
	医療・相談機関
	説明を受けた内容・受けた検査の結果　など

	Ｈ○年
	
	

	△月□日
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	Ｈ○年
	
	

	△月□日
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


検査結果表などがあれば貼っておきましょう
	↓H○．○．○　こどもクリニックにて


検査結果表などがあれば貼っておきましょう
	


６　生活の記録（乳幼児期）    （保護者が記入）
	年齢または年 月 日
	出 来 事（生活・あそび・ことば・人とのかかわり・気付いたことなど）

	Ｈ○年
	スプーンを使って、自分で食事ができるようになる。好きなものばかり

	△月○日
	食べて、嫌いなものはなかなか食べず、ママを困らす。保育所では、嫌い

	（　歳頃）
	な野菜も少しなら頑張って食べるようになったと聞き、少しの変化がうれ

	
	しい。

	Ｈ○年
	初めての保育所運動会、昼までの参加ができた。初めは親子ともに緊張

	△月○日
	し、うろうろしたけど、先生とも一緒に走ることもできた。

	（　歳頃）
	

	Ｈ○年
	スケジュールがあれば、パニックにならずに行動することができるよう

	△月頃
	になってきた。

	（　歳頃）
	

	Ｈ○年
	２度目の運動会。ほとんど先生の手を借りずに、スケジュールを見なが

	△月頃
	ら友達と活動していた。遊戯も、好きな動きは大きく手や身体を動かし、

	（　歳頃）
	最後までみんなと一緒に動くことができた。とてもうれしかった。

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


（保護者が記入）
	年齢または年 月 日
	出 来 事（生活・あそび・ことば・人とのかかわり・気付いたことなど）

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


母子手帳や連絡帳などを開いて、どんな様子


だったかを振り返ってみましょう。


健診は受けられましたか？


健診を受けられて気になったことや、医師や


保健師とのやり取りを書いてもよいでしょう。





例





子どもにより、発達の早さや順番は様々です。


その子どもの発達を見るために、いつ出来るようになったのかを母子手帳などで確認してみましょう。


市の保健師に聞いてみてもよいでしょう。





例





このページは、医療機関に受診したり、保健所や各種機関のクリニック、相談などを受けたりしたときのことを記録しましょう。





1回分を書いたら、線を引いておくとよいでしょう。





クリニックでのアドバイスメモや、


医療機関での検査結果などを貼り付けておきましょう。大きなサイズのものはそのままファイルしてもよいでしょう。








＜今日話があった内容＞





お話が一方的になりやすいので、「かわりばんこ遊び」を多めにやってみましょう。（しりとり など）





お勧めの「お手伝い」は


こぼれた物をフキンでふく


お箸を並べる　など





・	就学後のために通級指導教室のことも聞いてみましょう。


医師名（　○　○　）








例





このページには、家やご近所、保育所、幼稚園での生活の中で、驚いたこと、嬉しかったこと、困ったことなどのエピソードを書き留めておきましょう。お子さんに関わる人に、お子さんのことをよく知ってもらうために役立ちます。


また、困ったことがあり家や保育所などで工夫したことを書いておくと、お子さんにかかわる色々な機関が参考にすることができます。








